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事業名 一般国道４８８号 東 山バイパス 事業 一般国道 事業 広島県
ひがしやま

区分 主体

起終点 自：広島県廿日市市吉和 延長
はつかいち よ し わ

至：広島県佐伯郡湯来町志井 ６．２km
さ え き ゆ き し い

事業概要
一般国道４８８号は、島根県益田市から広島県廿日市市に至る延長８６kmの幹線道路である。
東山バイパスは、交通隘路の解消を目的とした、延長６．２kmの２車線道路である。
Ｈ５年度事業化 都市計画決定なし Ｈ５年度用地着手 Ｈ５年度工事着手
全体事業費 約７２億円 事業進捗率 ６７％ 供用済延長 ０km
計画交通量 ８００台／日
費用便益 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)／(事業全体) (残事業)／(事業全体)
分析結果 17/85億円 92/92億円 平成１５年(事業全体)

億円 走行時間短縮便益： 88/89億円１．１ 事 業 費： 10/78
億円 走行費用減少便益： 4/ 4億円(残事業) 維持管理費： 7/ 7
交通事故減少便益： 0/ 0億円５．４

感度分析の結果 事業全体について感度分析を実施
交通量変動 ：B/C=１．２（交通量+10%） B/C=１．０（交通量-10%）
事業費変動 ：B/C=１．１（交通量+10%） B/C=１．１（交通量-10%）

事業の効果等
・国土・地域ネットワークの構築（現道における大型車のすれ違い困難区間L=６．２kmを解消する 。）
・個性ある地域の形成（主要な観光地（もみの木森林公園）へのアクセス向上が期待される）

他８項目に該当
関係する地方公共団体等の意見

東山バイパスは、急峻な地形状況で狭隘かつ線形不良区間であり、また災害に非常に弱いため交通規制

を頻繁に行っている状況下であることから、早期整備の要望を受けている。

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等

美術館、スキー場、温泉宿泊施設の新規立地により観光集客数が増加傾向にあり、当路線は周辺観光施

設への重要なアクセス道路となる。
事業の進捗状況、残事業の内容等
急峻な地形であることから、橋梁・トンネル等の大規模構造物が多く、冬期には積雪により施工の制限
を受けることから長期間を要している。
事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等
用地取得は完成しており、平成１６年度には１．０kmを部分供用予定であり、引き続き工事を推進し早
期に全線供用が図られるよう努める。
施設の構造や工法の変更等
建設発生土はすべて工区内流用するなどコスト縮減を図っている。
対応方針 事業継続
対応方針決定の理由
以上の状況を勘案すれば、当初から事業の必要性、重要性は変わらないと考えられる。
事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。
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